
海上空港のある花と史跡のまち

市政だより

昭和59年1月15日 Nu992三三三

ー人口の動き
(前月比〉

人白書十 68， 573 + 98 
男 33，021 + 44 
女 35，552 + 54 

世帯数 20， 203 + 45 
12月4日現在

田守@白巴000000D'ucJψ!l!l 
まだ正月気分がさめぬ1月5日 今日は新春力ルタ大会

12月に「子どもカルタ教室」で学んだ成果を試す巳です

ピーンと張りつめた空気の中 読み手の声と ハイツという声だ、けが聞こえていました

毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所宮(代)③4111 編集/広報公聴課 印刷所/九州、|凸版株式会社
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(2) b むおお市政だより

生
活
の
近
代
化
に
よ
り
、
し
尿
浄

化
槽
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
し
尿
浄
化
槽
は
ど
ん
な
働

き
を
し
て
い
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。

し
尿
浄
化
槽
は
、
水
洗
便
所
の
汚

水
を
徴
生
物
の
働
き
に
よ
っ
て
衛
生

的
に
き
れ
い
な
水
に
し
て
、

τl水
路

へ
放
流
す
る
た
め
の
設
備
で
す
。

し
か
し
、
一
方
で
は
管
理
を
怠
っ

た
た
め
に
放
流
水
の
水
質
が
悪
く
な

っ
た
り
、
悪
臭
が
生
じ
た
り
し
て
他

人
に
迷
惑
を
か
け
た
り
す
る
と
い
う
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問
題
が
増
え
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
生

活
環
境
の
悪
化
を

防
止
す
る
た
め
、

制
人
槽
以
下
の
し

尿
浄
化
槽
を
設
置

し
て
い
る
人
(
管

理
者
)
に
対
し
て
、

次
の
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま

す。。
保
守
点
検
に
つ

い
て
、
保
守
点

検
業
者
と
委
託

契
約
を
結
ぶ

@
清
掃
に
つ
い
て
、

し
尿
浄
化
槽
清

掃
業
者
と
委
託
契
約
を
結
ぶ

。
厚
生
大
臣
指
定
機
関
に
よ
る
年
l

回
の
法
定
検
査
を
受
け
る

ー

法

定

模

査

と

は

|

基
準
に
適
合
し
た
放
流
水
を
排
出

し
て
い
る
か
ど
う
か
、
適
切
な
保
守

点
検
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

検
査
す
る
た
め
に
で
き
た
制
度
で
す
。

検
査
は
、
制
長
崎
県
浄
化
槽
協
会

が
、
外
観
検
査
、
機
能
検
査
な
ど
を

行
い
、
検
査
済
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

i了

間
合
わ
せ
先

大
村
保
健
所
(
宮
③
2
1
9
3
)

3
月
ま
で
に
検
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
の
で
、
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

人
は
早
目
に
検
査
を
受
け
て
下
さ
い
。

手
数
料
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人
槽
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人
槽

o
m
j
別
人
槽

o
m
l別
人
槽

市文化財「長与専斉の旧宅」

; 市民閥相搬航談釦コ〉げ一一寸ナ←一(広船叫聴悶器で吋す叩で苛行一す扮お気矯軽lにこご羽淵相搬談一。 守
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r一「 不動産相談 (24日 13: 00 - 16: 00) g 
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申
込
先
制
長
崎
県
浄
化
槽
協
会

(
宮
長
崎
⑧
2
2
0
7
)

ー
浄
化
槽
は

呼
吸
を
し
て
い
ま
す
|

浄
化
槽
の
上
に
物
を
置
い
た
り
し

て
、
送
気
口
を
ふ
さ
が
な
い
で
下
さ

い
。
送
気
口
は
空
気
を
送
る
た
め
の

窓
口
で
空
気
を
送
っ
て
バ
ク
テ
リ
ア

が
活
動
し
、
浄
化
を
助
け
る
役
目
を

し
て
い
ま
す
。sd誘

♂

.c

d
μ
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大
切
な
文
化
財
を

後
世
に
伝
え
よ
う

文
化
財
防
火
デ

l
・
ー
月
何
回

1 8 6 5 
万 000
円 000
000  
円円円

市
内
に
は
、
建
造
物
、
古
文
書
、

工
芸
品
、
民
俗
芸
能
の
用
具
、
樹
木

な
ど
の
優
れ
た
文
化
財
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
文
化
財
の
多
く

は
、
木

・
紙
・
布
な
ど
、
火
災
に
よ

り
損
傷
を
受
け
や
す
い
材
質
で
作
ら

れ
て
い
ま
す
。

貴
重
な
文
化
財
が
灰
に
な
る
の
は

惜
し
い
こ
と
で
す
。
未
来
に
永
く
伝

え
る
よ
う
、
文
化
財
を
火
災
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

文
化
財
防
火
デ
l
に
あ
た
っ
て
、

特
別
の
行
事
を
実
施
さ
れ
た
と
き
は

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
ま
で
お
知

ら
せ
下
さ
い
。

ぐ

心の和 (工事中ご迷惑をおかけしますが、ご協力下さい)伸ばして広がる※下水道
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i時ド寒さがそ5水逼曹を
。工にが冬
事流凍に

多れ破る
くる裂と
のばし各
費か、地
用り貴で
がで重蛇
かなな口

守りまし£ラ
裸のままではかわいそう......
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E
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水
道
管
凍
結
事
故
が
起
こ
っ
て
後

悔
し
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん
。

手
軽
に
で
き
る
水
道
管
の
防
寒
方

法
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
今
か

ら
す
ぐ
に
で
も
実
施
し
て
下
さ
い
。

安
防
寒
の
方
法

O
ボ
ロ
布
や
荒
ナ
ワ
な
ど
を
巻
き
つ

け
、
そ
の
う
え
か
ら
ぬ
れ
な
い
よ

う
に
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
を
巻

き
つ
け
る
。
こ
の
場
合
、
ボ
ロ
布
や

荒
ナ
ワ
を
ぬ
ら
す
と
逆
効
果
に
な

り
ま
す
か
ら
注
意
し
て
下
さ
い
。

O
市
販
の
保
温
材
を
巻
き
つ
け
る
o

d
水
道
管
が
凍
っ
た
ら

-

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
や
フ
キ
ン

を
あ
て
、
初
度
以
下
の
ぬ
る
ま
湯
を

ゆ
っ
く
り
か
け
る
。

急
に
熱
い
湯
を
か
け
る
と
、
水
道

管
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

古
水
道
管
が
磁
製
し
た
ら

す
ぐ
に
止
水
栓
を
し
め
ま
す
。
止

水
栓
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、
破
裂

部
分
を
布
か
テ
l
プ
な
ど
で
つ
つ
み
、

そ
の
上
か
ら
針
金
か
ひ
も
で
し
ば
り
、

水
道
部
ま
た
は
水
道
工
事
指
定
庖
ヘ

ご
連
絡
下
さ
い
。

新
年
を
迎
え
て

長
崎
県
知
事

むおお市政だより

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。民
同
様
に
は
、
ご
健
勝
に
て
昭
和
日

年
の
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

(3) 
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勇

田

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

日
年
代
も
最
後
の
年
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
の
叩
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
「
成
長
社
会
」
か
ら
「成
熟
社
会
」
へ

向
か
っ
て
大
き
く
転
換
し
よ
う
と
し

て
い
る
時
期
に
あ
る
と
い
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
代
に
県
政

を
お
あ
ず
か
り
し
て
以
来
、
「
経
済
に

活
力
を
」
「
生
き
る
喜
び
を
」
「
ふ
れ
あ

い
の
あ
る
社
会
を
」
の
三
つ
を
県
政

の
基
本
理
念
と
し
て
、
県
勢
躍
進
の

た
め
の
施
策
の
推
進
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
の
県
政
は
、
極
め
て
厳
し
い

斐
京
経
済
情
勢
、
行
財
政
環
境
の
中

で
、
応
用
様
の
ご
支
援

・
ご
協
力
に
よ

り
、
諸
事
業
の
進
捗
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

活
力
ゃつ
く
り
の
一
つ
の
大
き
な
原

動
力
で
あ
る
企
業
誘
置
に
つ
い
て
は
、

一
町

一
企
業
を
合
い
言
葉
に
全
力
を

傾
け
、
お
陰
様
で
先
端
技
術
企
業
な

ど
ロ
社
の
立
地
が
決
定
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
県
浮
揚
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
九
州
横
断
自
動
車
道
の
早

国
民
健
康
保
険
の

一
人
当
り
医
療
費
が
高
い

の
は
医
療
費
の
か
か
る

高
齢
者
が
多
い
か
ら

昭
和
回
生
度
に
お
け
る

各
医
療
保
険
制
度
ご
と
の

一
人
当
り
医
療
費
は
国
保

M
m

H
万
1
7
7
1
円
、
政
府

ー
に

管
掌
健
保
日
万
1
0
3
4

川
↓

円
、
製
ロ
管
掌
健
保
7
万

事

7
0
4
4
円
で
す
が
、
各

骨
色

制
度
ご
と
の
年
令
階
級
別

j
d

一
人
当
り
医
療
費
は
、
制

巨

μ

度
聞
に
大
差
は
あ
り
ま
せ

司
自

ん
。
医
療
費
の
重
み
が
増

I
L

し
は
じ
め
る
中
年
層
以
降

で
は
、
国
保
の
方
が
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。
医
療
費
は
中
年
層
か
ら

期
完
成
、
長
崎
新
幹
線
建
設
の
促
進

な
ど
に
総
力
を
あ
げ
で
お
り
、
ま
た

適
地
適
産
を
基
本
と
し
た
足
腰
の
強

い
農
業
、
栽
培
漁
業
の
推
進
な
ど
、

地
域
の
帖
荏
を
生
か
し
た
地
場
産
業

の
振
興
に
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
新
し
い
年
を
迎
え
、
心
を
新
た
に

来
た
る
べ
き

「成
熟
社
会
」
に
対
応

す
る
新
し
い
施
策
の
展
開
に

一
層
の

努
力
を
傾
け
る
所
存
で
す
が
、
特
に

長
崎
都
心
臨
海
部
の
大
規
模
開
発
の

推
進
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
ふ

急
速
に
高
額
と
な
り
ま
す
。
国
保

に
は
こ
の
中
ム
品
年
の
加
入
者
が
多

い
た
め
、
費
用
全
体
の
加
入
者
一

人
当
り
の
医
療
費
で
み
る
と
高
く

な
る
わ
け
で
す
。

一一つ
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※大村線

年齢階鑑別1人当たり医療貴比般 {昭和括年度)

40・ーーーーーーーーーーー
35..j ロ国保
川口組合

お|口問. 
20・

万円

置巨三日巨三D 1 40-491 1}2三日巨三日 ~コ

育てようみんなで乗ろう

れ
あ
い
と
個
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、

先
端
技
術
産
業
の
導
入
を
核
と
す
る

企
業
誘
致
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
県
政
に
対
す

る
一
層
の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
お
願

い
し
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。
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1日 乳鈎児発達相談市役所 9 : 00 -. 11 : 00 15日 乳却児発達相談市役所 9 : 00 -11 : 00 

休) 妊婦教室付) 市役所 13: 00-16: 00 (水) 妊婦教室(3) 市役所 13 : 00 -16 : 00 

⑮はじめて母親となる心得、妊娠中の倒建 ⑮入浴のさせ方、育児用品のそろえ方ほか

3日 健康相談 福祉センタ - 13:00-15:00 17日 T歳6か月児健康診査

佳) ⑮1i0歳以上(主婦、自営業者など)⑮血圧測定
信当 コミュニテイセン夕、一 ⑧13: 00-13: 30 

5日 当番医
⑮昭和57年 7月生まれ (57年2月-6月生まれで

{時 (内)松井医院久原郷 E③ 6624 
まだ受けていない人も受診して下さ l)) 

(整)松永整形外科西大村本町 宮③ 58 6 4 
⑮母子健康手帳、問診票、お子さんの歯ブラシ

6日 安産教室 市役所 9:00-11:00(⑧9 : 30まで)
健康相談福祉センタ- 13:00-15:00 

伺) ⑮母子健康手帳、ズボン
⑮@… 3日陰)と同じ

一般健康相談 市役所 13:00-16: 00 
19日 当番医

⑮血圧測定、みそ汁の塩分濃度測定
但} (内)岡内科東三城町宮②3000 

7日 乳却児健康相談
(外・内)牧山医院宮小路2丁目 宮⑤ 7831 

21日 乳幼児健康相談
伏) 保健所⑧ 9:30-10:00 ⑮ 4か月ま での乳児 0<l 保健所⑧ 9:30-10:00 ⑮ 8か月以上の乳対
松原出張所 ⑧13: 00-15: 00 ⑮乳幼児 萱瀬出張所⑧ 9: 30-11 : 00 ⑮乳幼児

8日 妊婦教室 (2) 市役所 13:00-16:00 成人の健康相談

(水) ⑮妊娠中の栄養、お産について、妊婦体操ほか 菅瀬出張所 13: 00-15: 30 ⑮血圧測定

11日 当番医 22日 妊婦教室(4) 市役所 13: 00-16: 00 

(土・祭) (内)今回内科桜馬場2丁目 E④ 5 5 8 8 (水) ⑮乳幼児の環境と性格、家族計画

(外・内)渡辺医院 ーの郷 E⑤ 82 7 5 23日 3歳児健康診査 コミュニティセンター

12日 当番医 (木) ⑧ 9:30-10:00、13: 00-13・30

(日} (小)出口小児科 諏訪3丁目 E② 2 2 5 2 
⑮昭和55年 8月生まれ (55年2月一 7月生まれ

(耳・鼻・咽・喉)海江田医院 東本町宮② 33 29 
でまだ受けていない人も受診して下さい)

13日 割却児健康相談 竹松出張所
⑮母子健康手帳、問診票

(月) 9 : 30 -11 : 00 ⑮ 0-6か月の乳児
24日 1歳 6か月児健康診査 コミュニティセンター

13: 00-15: 00 ⑮ 7か月以上の乳幼児
佳) ⑧13 : 00-13: 30 ⑮@---17日佳)と同じ

14日 乳却児健康相談 保健所
26日 当番医

(火) ⑧ 9 : 30-10 : 00 ⑮ 5 -7か月の乳児
(臼) (内・消)南野内科消化器科 東三城町 宮③3731

(整)牟田整形外科古町2丁目 E② 4 5 0 1 

略号の説明 ⑮…対象者⑧ー受付⑮・・持ってくるもの ⑮…P溶

※市役所での各種相談、教室は健康相談室で行います。

当番医の診療時間 9 : 00 ~ 18 : 00 

b むおお市政だより日山川

教
職
員
の
た
め
の

⑧
⑧
・
⑧
⑮
を

提
供
で
き
る
人
は

い
ま
せ
ん
か

ぬ
年
度
の
人
事
異
動
で
、
転
勤
す

る
教
職
員
の
た
め
に
貸
家
、
貸
間
お

よ
び
下
告
を
提
供
で
き
る
人
を
探
し

て
い
ま
す
。

提
供
い
た
、
だ
い
た
貸
家
な
ど
は
、

「
貸
家
筆
惜
報
一
覧
」
を
作
成
し
、

県
下
の
公
立
小
・
中
・
一
口
同
・
特
殊
学

校
の
教
職
員
へ
知
ら
せ
ま
す
。

連
絡
方
法

ハ
ガ
キ

連
絡
事
項
O
所
有
者
の
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号

。
家
屋
の
所
在
地
、
規
模
(
室
数
、

広
さ
、
設
備
な
ど
〉

0
立
彊
条
件
(
学
校
、
停
箪
附
ま
で

の
距
離
な
ど
)

O
家
賃
の
月
額
、
敷
金
の
額

賃
貸
借
契
約

入
居
希
望
者
が
貸
主
と
直
接
、
行

い
ま
す

連
絡
期
限

2
月
却
日
同

連
絡
・
間
合
わ
せ
先

県
教
育
庁
福
和
課

9
T
靭
長
崎
市

江
戸
町
2
1
日
告
長
崎
⑧
3
2

9
6
)
 

※

4
月

m日
頃
ま
で
に
、
教
職
員
か

ら
問
い
合
せ
が
な
い
と
き
は
、
入
居

希
望
者
が
な
い
も
の
と
し
て
ご
了
承

下
さ
い
。

ママの知恵石けん使う※子を思い

• 
a毎
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むおお市政だより(5) 

野菜ガ安いョ e各市民会館)
大村市青年農業者連絡協議会ガ実績発表大会の後¥優良
野菜を即売。お正月用にと¥飛ぶように売れていましだ。目

... 小さな善意を届けます(托市役所)
大村レオクラブガ年末に行つだ街頭募金
を「何ガ役に立てて下さい」と届けましだ。;
市では子供の家と向陽寮に配分する予定で
す。みんなの小さな善意ガ大きな灯になる
ことでしょう。 .

金提

彰

状

主
L
Ml

a
緑

営
母
体
・け
宮
内
本
日
い
わ

h
1私
お
体
雰
掛

さ
え
終
決掛川
L
従
前
後
号

ZH

4uhxr，
立
市
長
を
も
ミ
ド
主
主

ぷ

F

1

4

品九七・
1

ま
ず

鵠

~ι
峨マ
~
ネ
ム
帯
唾
A
マ
様

企

気分をひきしめ、自衛防火に努めます(ガ 補問グランド) ~ 
上駅通りと下駅通りの自衛消防隊に隊旗ガ濃されましだ。
雨自衛消防隊の皆さんは日頃から防火活動に努力しています。

おめでとう文部大臣寅受賞
大村市ソフトボール協会が、社会体育優良団体として

文部大臣賞を受賞しましだ。
昭和24年以来ソフトボールを通じて社会体育に貢献し
ているのを認められだものです。.

脱
税
は
・
・
・

割
に
含
わ
な
い

諜
阜
税
務
署

宮
諌
早
島

1
5
7
0

所
得
税
や
法
人
税
な
ど
は
、
納
税

者
が
自
ら
正
し
い
所
得
と
税
額
を
計

算
し
て
税
務
署
に
申
告
し
、
納
税
す

る
皇
円
納
税
制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。

も
し
、
申
告
し
な
か
っ
た
り
、
誤
ま

一
っ
た
申
告
を
し
た
り
、
あ
る
い
は
故

意
に
過
少
な
申
告
を
し
た
り
す
る
と
、

適
正
な
課
税
を
す
る
た
め
に
調
査
を

行
い
、
正
し
い
申
告
に
改
め
て
も
ら

っ
て
い
ま
す
。

〈
査
察
調
査
〉
査
察
調
査
と
は
、

悪
質
で
大
口
な
脱
税
を
し
て
い
る
疑

い
の
あ
る
人
に
対
し
犯
罪
捜
査
に
準

じ
た
方
法
で
行
わ
れ
る
特
別
な
調
査

で
す
。
脱
税
の
事
実
が
判
明
す
る
と
、

刑
事
事
件
と
し
て
、
裁
判
所
に
起
訴

さ
れ
ま
す
。

〈
続
税
は
割
に
合
い
ま
せ
ん
〉
脱

税
を
す
る
と
本
税
は
も
ち
ろ
ん
、
重

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
る
ほ
か
懲

役
刑
や
罰
金
刑
を
受
け
ま
す
。

脱
税
は
犯
罪
で
す
。
税
金
を
不
当

に
免
れ
る
こ
と
は
善
良
な
納
税
を
裏

切
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

正
し
い
申
告
と
納
税
を
し
ま
し
ょ
う
。忍

(毎月 1日は長崎県少年の日)たくましく心豊かに※育て少年
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福
祉
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ひ
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儲
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送 昭和59年度

;県立替33控訴
! ム~t]肉
んす校望書す ま業入 て生校殊

でのにさ類る入せ料Z32を3教雪
Eで号2l宅量百合目、料す霊入諸の
い郵ま学希な関 り授や 。し学学特
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ー

学

校

案

内

ー

盲
学
校

(
視
覚
障
室

所
在
地
〒

m
l
n西
彼
杵
郡
時

津
町
西
時
津
郷
字
浜
道

m

宮
長
崎
⑫
0
0
2
0

募
隻
孟
?
受
付
期
間

幼
稚
部

2
月
1
日
附
1
3月

紅
白

ω

高
等
部

・
専
攻
科

(
一
次
)

2
月
1
日
附
l
u

円
口
口
門

(二
次
)

3
月
幻
日
同
l
出

日
土

う
え
子
校

(
聴
覚
障
き

所
在
地
〒
蹴
大
村
市
植
松
3
丁

目
削

1

2

2
②
2
4
4
4

募
隻
孟
剛
・
受
付
期
間

幼
稚
部
・
高
等
部
・
専
攻
科

1
月
口
日
ω
1
2
月
お
日
ω

佐
世
保
ろ
・
フ
学
校

(聴
覚
障
害
)

所
在
地
〒

m
l
位
佐
世
保
市
小

船
町
印
宮
佐
世
保
⑮
0
8
8

1
i
 

募
隼
季
部
・
受
付
期
間

幼
稚
部

1
月
四
日
制
1
2
月

mu
日
制

諌
早
養
護
委

(肢
体
不
自
由
)

所
在
地
〒
制
諌
早
市
真
崎
町
1

6
7
0
1
1

宮
諌
早
⑥
L
7

Q
d
口

6

募
集
掌
蔀
・
受
付
期
間

高
等
部

1
月
口
日
ω
1
2
月

mu
日
制

桜
が
丘
養
護
学
校

(
病
弱
)

所
在
地
一

Tm
lお
東
彼
杵
郡
川

棚
町
下
組
郷
字
上
原
田
淵

l
2

宮
川
棚
②
3
6
3
0

募
塞
孟
即
・
受
付
期
間

高
等
部

1
月
口
日
例
1
2
月

mu
日
附

佐
世
保
養
護
委

(
精
神
薄
弱
)

所
在
地
〒
籾
佐
世
保
市
竹
辺
町

m
g佐
世
保
⑪
6
4
7
4

募
集
子
部
・
受
付
期
間

高
等
部

2
月
刊
日
幽
l
m
日

4
4
 

※
幼
稚
部
は
、

3
1
5歳
ま
で
で

す
。わ
か
ら
な
い
点
や
入
学
に
関
す

る
詳
し
い
之
と
は
、
希
望
さ
れ
る

学
校
ま
た
は
、
高
等
部
は
教
菅
委

員
会
学
校
教
育
課
、
幼
稚
部
は
福

祉
課
児
童
孫
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

各
学
校
で
は
、
電
話
や
来
校
に

よ
る
就
学
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

⑧
⑧
⑧
⑮
⑥
・

献
血
に
ご
協
力
を

大
村
市
献
血
協
力
会
で
は
、
商
工

会
議
所
青
年
部
の
協
力
を
得
て
、
街

頭
献
血
を
行
い
ま
す
。

あ
な
た
の
献
血
は
、

輸
血
を
必
要

と
す
る
人
た
ち
を
救
う
「
愛
の
灯
」
と

な
り
ま
す
。

献
血
は
誰
で
も
で
き
る
人
助
け
|

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

1
月
お
日
同

正
午

1
午
後
3
時
初
分

場
所市
民
会
館
駐
車
場
(
図
書
館
側
)

間
合
わ
せ
先

福
祉
課
社
会
係

~骨骨骨骨粉粉骨骨骨骨粉特鈴仲骨骨粉骨骨骨骨骨骨骨伸骨骨骨働骨骨伸骨骨骨骨伶悌骨骨悌骨骨骨骨骨骨骨悌~

系 忙通量J…F←~.;!:~. ‘ と一い向をるは期団て志ボ { ぎ

31117i一一割ム 季五手元民主義喜一室3百 卓♂-
31向;苧九Jije 2tEEサ詰配当 面温
s ~ ll~ .~私ぶ艇 ァ γよ れ伊鵠羽明日 発指3
iJIS--F昌弘 22抽出す毒 見習・・睡1'"~・・11 .. 蛍 箇ぷ し凶 も す志へ に行訓 ç~ 昌三 画面152M52H白色 早急
A 鹿島a昏誠糊崎掴眠=- JUし午呆し問耳 障期己う
j H一、-J W Z 綿子幹部品1 2事~
$抱 負民/ 可 思 4、毎2票当町付 -τ2ヲパd等 、 mt d セ 1日月とが子計て日ネ 日日記
3RJ 園 田 _1 結 ぶ雲普門諸説泣き 保指 sr
j 舎日は楽しい「紙しばい」です。 1らト日間取引 育k⑤ 
; どんなお話かな。 日ぃ宇五五輝そ川 て Y 

回曜ま え会といんろ J プ 受
) 日す で生のてなん 受

⑥悌伶骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨粉骨骨骨骨骨骨粉粉伸伶伶悌骨骨骨粉併特骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨骨伶骨骨骨骨骨骨る

福祉センター)午前9時~午後3時※心配ごと相談所(毎週月・水・金曜日



ら，...." 山口 ..".."....""，，，，，山川山"，，，.ロ.""山口..""，o川:山口'"昭和59年1月15日ロロ ，，，""川む

「
お
お
む
ら
文
芸
」
第
叩
集

作

品

募

集

皆
さ
ん
の
作
品
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

短
歌
の
部

1
人
叩
首

(
投
稿
先
)

〒
腕
春
日
町
御
島
崎
重
八

俳
句
の
部

1
人
叩
句

(
投
稿
先
)

〒
蹴
上
小
路
白
川
崎
紀
穂

川
柳
の
部

1
人
目
句

(
投
稿
先
)

〒
蹴
須
田
ノ
木
町
間
指
方
重
幸

詩
・
民
謡
の
部

1
人
1
篇

(
投
稿
先
)

干
腕
木
場
2
丁
目
別

i
1

申
色
同
白
舟

投
稿
期
限

2
月
刊
日
働

おお市政だより(7) 

投
稿
で
き
る
人
市
内
に
住
ん
で
い

る
人
ま
た
は
、
勤
務
し
て
い
る
人

お
願
い
誌
代

(
1
0
0
0
円
)
を

添
え
て
投
稿
し
て
下
さ
い
。

コ句、、ュ-一ティ

セ
ン
タ
ー

宮
④

3
q
e
q

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

市
ミ
リ
映
画
観
賞
会

日
時

1
月
お
日
出

午
後
5
時
1
8
時
加
分

場
所
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

題
名
O
飛
べ
な
い
紙
ヒ
コ

l
キ
(
市

民
教
育
)

O
魔
法
使
い
チ
ャ

ッ
ピ
l
(
ア
ニ
メ
)

O
叱
ら
な
い
時
代
叱
れ
な
い
親
(
家

庭
教
育
)

※
今
回
上
映
す
る
「
飛
べ
な
い
紙
ヒ

コ
ー
キ
」
は
、
高
校
受
験
を
ひ
か

え
て
い
る
中
学
生
や
ご
両
親
に
観

賞
し
て
い
た
だ
き
た
い
映
画
で
す
。

進
路
・
進
学
指
導
の
参
手
今
に
な
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。a 

母

官

官

窃

演
題
「
心
あ
る
親
の
た
め
に
」

ー
親
の
役
割
と
子
ど
も
の
し
つ
け
j

日講
時師

笹
沢
左
保
先
生
(
作
家
)

1
月
お
日
凶
午
後
1
時
却

分市
民
会
館

場
所

入

場

料

無

料

※
会
場
整
理
の
た
め
入
場
整
理
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

各
幼
稚
園
、
小
、
中
P
T
A
事

務
局
、
各
婦
人
会
、
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
中
地
区
公
民
館
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。

青
春
哨
つ
く
り
の
お
手
伝
い

閣
の
進
学
口

i
ン

、
;
進
学
資
金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ま
す

受
験
シ
ー
ズ
ン
を
控
え
て
、
ご

家
庭
で
は
ど
ん
な
進
学
プ
ラ
ン
を

お
持
ち
で
す
か
。
入
学
を
前
に
し

て、入山一ブ
十金
や
授
業
料
な
ど
進
学

に
必
要
な
資
金
の
準
備
は
お
済
み

で
す
か
。

国
民
金
融
公
庫
で
は
「
国
の
進

学
ロ

i
ン
」
(
進
学
資
金
貸
付
制
度
)

と
し
て
、
進
学
に
必
要
な
資
金
を

融
資
し
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
人

高
校
・
大
学
な
ど
に
進
学
す
る

人
の
親
族
ま
た
は
本
人
(
勤
労

学
生
に
限
り
ま
す
)
で
あ
っ
て

年
収
が

6
0
0
万
円
(
事
業
所

得
者
は
4
4
0
万
円
)
以
内
の

人
融
資
額
進
学
す
る
人
1
人
当
た
り
叩
万

円
以
内

ノヂポ少

九

塁

/

侶
白
鶴
0
0
0
0
~

返
済
期
間

進
学
先
の
修
業
年
限
以
内
で
、

最
長
4
年
(
た
だ
し
、
短
大
な

ど
修
業
年
限
2
年
の
学
校
ヘ
進

学
さ
れ
る
人
、
交
通
遺
児
家
庭

お
よ
び
母
子
家
庭
の
人
は
1
年

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
)

貸
付
利
率
年
目
%

(
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
)

返
溝
方
法
毎
月
元
利
均
等
返
済

(
ボ
ー
ナ
ス
月

1
1
月
・

7
月
l

増
額
返
済
を
併
用
で
き
ま
す
)

保
証
人

1
人
以
上
(
働
進
学
資

金
融
資
保
証
基
金
を
利
用
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
)

申
込
期
限

4
月
初
日
間

申
込
先
各
金
融
機
関
、
農
協
、
漁
協

間
合
わ
せ
先

国
民
金
融
公
庫
長
崎
支
庖

(
告
長
崎
⑫
3
1
4
1
)

※
進
字
積
立
郵
便
貯

金
を
さ
れ
て
い
る
人

は
、
融
資
額
な
ど
が

若
干
違
い
ま
す
。
詳

し
く
は
郵
便
局
へ
お

尋
ね
下
さ
い
。

※子育て電話相談室 午前10時~午後5時)(毎週火・金曜日2③4070 



(8) b むおお市政だより

国
有
財
産
を
公
売

物
件

土
地
(
宅
地
)
側
・
臼

zm

場
所
松
山
町
悶
番
8

公
売
方
法
一
般
競
争
入
札

現
地
説
明

1
月
弘
日

ω

午
前
日
時

入
札
日

1
月
初
日
附

午
後
1
時
初
八
万

.

入
札
場
所
長
崎
財
務
部
(
長
崎
市
)

間
合
わ
せ
先

長
崎
財
務
部
管
財
第

二
課
(
宮
長
崎
の
Z
2
7
1
)

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
お
よ
び
現
地

に
掲
示
の
公
示
書
を
ご
覧
下
さ
い
。

沼山

防
衛
庁
職
員
を
募
集

職

種

文

書
係

応
募
醤
稽
0
日
'tj
M

歳
ま
で
の
女
性

で
高
校
を
卒
業
し
た
人

O
和
文
タ
イ
プ
の
資
格
を
持
っ
て
い

る
人

募
集
人
員

1
人

申
込
期
限

1
月
初
日
同

試
験

1
月
訂
日

ω

陸
上
自
衛
隊
大
村
駐
屯
地

採
用
予
定
日

4
月
1
日
側

願
書
請
求
・
間
合
わ
せ
先

大
村
駐
中
山
】
地
業
務
隊
総
務
科

(宮
②
2
1
3
1
)

県
立
長
崎
高
等
職
業
訓
練
校

訓
練
生
を
募
集

所
在
地

西
彼
杵
郡
長
与
町
高
田
郷

2
0
1
8
6
長
崎
⑬
8
1
5
1
)

募
集
科
目

普
通
訓
練
課
程

自
動
車
整
備
科

機
械
科
、
電
気
工
事
科
、
構
造

物
鉄
工
科

専
修
訓
練
課
程

護
者
、
木
工

科
、
建
築
科
、

塗
装
科
、
配
管

科
、
縫
製
科

定

員

各

科

犯
人
(
機
械
科
、
木
工

科
は
加
入
)

応
募
資
格

普
逼
訓
練
課
程

高
校
を
卒
業
し

た
人
ま
た
は
、
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
人

男
女
は
間
い
ま
せ
ん

専
修
訓
練
課
程

中
学
校
を
卒
業

し
た
人
ま
た
は
、
同
等
以
上
の

学
力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る

人
。
男
女
は
聞
い
ま
せ
ん
(建

築
科
、
木
工
科
は
男
子
の
み
)

訓

練

期

間

各
科
と
も
1
年

受
付
期
間

2
月
1
日
附

i
m
日
例

選
考
期
日

3
月
5
日
開

長
崎
高
等
職
業
訓
練
校

自
衛
回全a

援を雪

ム募差

f集5
員中さ

応
募
資
格

子
受
付

常
時

申
込
・
間
合
わ
せ
先

大
村
募
集
事
務
所(宮
②
6
2
1
7
)

昭
和
印
年
度
建
設
工
事
関
係

経
営
事
項
審
査
の

時
間
を
愛
更

ロ
月
日
日
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、

昭
和
日
年
度
建
設
工
事
関
係
の
経
営

事
項
審
査
で
、
本
年
度
初
め
て
審
査

を
受
け
ら
れ
る
人
の
時
聞
が
変
り
ま

1
U

よ~
。

変
更
後
の
時
間

午
前
9
時
初
八
刀

1
午
後
4
時
叩
分

※
期
日

(
2
月
比
日
)
お
よ
び
、
場
所

(
諌
早
土
木
事
務
所
)は
変
り
ま
せ

ん
。ま
た
、
昭
和
問
年
度
に
経
営
事

項
審
査
を
受
け
た
人
、
国
な
ど
へ

の
入
札
参
/
加
を
申
込
む
人
の
日
程

な
ど
も
変
り
ま
せ
ん
。

間
合
わ
せ
先

管
財
課
監
理
係

O;s 

一
一
時
鮒
窃
り
が
と
う
ご

g
い
ま
し
た

0
0
0
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ
預
託

句

マ
他
日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
選
手

府

会
長
崎
県
支
部
l
大
村
子
供
の
情

家
へ

2
万

円

向

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

押

マ
今
里
キ
ク

(
西
大
村
本
町
)
図
却

書
初
冊
、

書
棚
1
台

相

マ
本
竹
良
子
(
乾
馬
場
町
)
プ
レ
鈎

ー
ヤ
l
lム
口

角

福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

押

マ
田
川
正
夫
(
荒
瀬
郷
)
庭
木
用
問

油
粕
1
俵

・

明

マ
松
永
辰
三
郎
(
古
賀
島
町
)
植
宮

木
2
鉢

マ
田
川
清
次
(
富
の
原
1
丁
目
)

盆
栽
1
鉢

開
マ
松
田
正
五
(
木
場
2
了
目

・
亡

向

妻

ヤ

ス

)
5
万
円

時
マ
大
安
保
彦

(
玖
島
郷
・
亡
父
忠

叩

蔵

)
5
万
円

部
マ
吉
本
正
勝
(
鬼
橋
町

・
亡
母
ミ

拍

ツ

エ

)

3
万
円

向
マ
A
7
里
キ
ク
(
西
大
村
本
町
・
亡

押

夫

喜

作
)
5
万
円

叩
マ
徳
村
ツ
イ
(
富
の
原
1
丁
目

・

伊
亡
夫
征
二
)
印
万
円

〈香
典
返
し
〉
敬
称
略

"'"雪電4

(3日-8日、 17日-21日、 25日-28日)

〈
一
般
寄
付
〉
敬
称
略

司

社
会
福
祉
協
議
会
へ

叩
マ
古
町
老
人
ク
ラ
ブ
白
寿
会

1
5

市県民税 (4期分)

国民健康保険税(ワ期分)

1月31日(火)
までです
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